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撮影　㈱大武写真館　小関克郎

“春　爛漫” さぁ　でかけましょう‼“春　爛漫” さぁ　でかけましょう‼

私
が
勤
め
る
児
童
館
に
は
、四
つ
の
機
能
が
あ
る
。放
課
後

の
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
、
子
育
て
家
庭
支
援
、
児
童
健
全
育
成
、

地
域
交
流
推
進
で
あ
る
。
最
も
知
ら
れ
る
の
が
児
童
ク
ラ
ブ

事
業
で
あ
る
。
学
校
生
活
で
疲
れ
て
帰
っ
て
く
る
子
供
た
ち

は
、学
校
で
は
見
せ
な
い
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
多
い
。低
学
年

の
子
で
も
本
音
と
建
前
を
使
い
分
け
る
。
子
供
も
日
々
の
生

活
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
。
一
人
の
子
を
よ
く
知
る
た
め
に

は
、学
校
だ
け
で
は
見
え
な
い
。児
童
館
や
家
庭
の
把
握
も
大

切
に
な
る
。
理
想
は
三
者
等
の
緊
密
な
情
報
共
有
と
協
力
態

勢
で
あ
る
。

今
の
気
掛
か
り
は
、格
差
の
広
が
り
、子
供
の
貧
困
、虐
待
、

不
登
校
の
増
加
等
の
問
題
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
、
子
育
て
支
援
こ
そ
最
重
視

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
子
育
て
に
関
わ
る
多
く
の
機
関
や
組

織
を
う
ま
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

地
域
社
会
で
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
地
域
の

教
育
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
。幼
児
や
小
学
生
に
、大
人

か
ら
挨
拶
を
し
良
い
関
係
を
築
く
こ
と
、
そ
の
上
で
、﹁
だ
め

な
こ
と
は
だ
め
﹂
と
伝
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。
だ
が
、
中

学
生
に
﹁
だ
め
﹂
と
は
言
い
難
い
。
で
も
、
こ
ん
な
機
会
を
大

事
に
し
た
い
。中
学
生
の
職
場
体
験
で
あ
る
。南
法
人
会
の
会

員
の
方
々
の
店
舗
や
会
社
で
も
多
く
受
け
入
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
と
思
う
。経
営
者
や
一
社
会
人
の
立
場
で
、大
切
に
思
う

こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
は
、
貴
重
な
子
育
て
支
援

に
な
る
。

新
年
度
、
改
め
て
、
私
た
ち
大
人
は
、
仕
事
や
普
段
の
生
活

の
中
で
、
何
ら
か
の
﹁
ひ
と
づ
く
り
﹂
の
視
点
を
大
切
に
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
よ
り
よ
い
社
会
を
み
ん
な
で
創
る
た
め
に
。

み
ん
な
が
関
わ
れ
る
子
育
て
支
援

仙
台
市
郡
山
児
童
館
長
︵
前
仙
台
市
立
芦
口
小
学
校
長
︶

榊
井
　
　
裕
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公
益
社
団
法
人
仙
台
南
法
人
会
二
〇
一
七

年
新
春
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会
が
、
去
る
一

月
二
十
三
日︵
月
︶午
後
四
時
よ
り
岩
沼
市
の

竹
駒
神
社
参
集

殿
に
於
い
て
、
ご

来
賓
は
じ
め
一

般
の
方
、
多
数
の

会
員
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
部
の
新

春
講
演
会
の
冒

頭
、
相
澤
会
長
よ

り
開
会
の
挨
拶
の
後
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
コ
リ
ア

レ
ポ
ー
ト
編
集
長
　
辺
真
一
氏
を
お
招
き

し
、﹁
ア
ジ
ア
の
風

を
読
む
～
日
本
を

取
り
巻
く
世
界
情

勢
～
﹂
と
題
し
、
講

演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
辺
真
一
氏

は
、
一
九
四
七
年
東

京
生
。
家
庭
の
都
合

で
十
八
歳
ま
で
東

北
で
過
ご
さ
れ
た

後
、
上
京
。
明
治
学

院
大
学
英
文
科
卒
、

新
聞
記
者
を
経
て
、

一
九
八
〇
年
に
北

朝
鮮
取
材
、
一
九
八

二
年
に
朝
鮮
半
島

問
題
専
門
誌

﹁
コ
リ
ア
・
レ

ポ
ー
ト
﹂
を
創

刊
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
外

国
人
特
派
員
協

会
会
員
、
日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会

員
。
講
演
の
中

で
北
朝
鮮
・
韓

国
・
中
国
の
話

は
勿
論
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
性
に
つ
い
て
も
分
か

り
や
す
く
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、普
段
は
村
八
分
の
対
応
を
し
て
い
て
も
、

残
り
の
二
分︵
葬
式
・
火
事
︶の
時
は
支
援
す

る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
。
東
北
で

育
っ
た
と
伺
っ
た
せ
い
か
親
近
感
を
持
ち
聴

き
ま
し
た
。

第
二
部
の
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
来
賓
紹
介

の
の
ち
、
相
澤
十
四
男
会
長
よ
り
開
会
挨
拶

が
な
さ
れ
、佐
々
木
伸
仙
台
南
税
務
署
署
長
、

菅
原
一
博
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
法
人
会
連

合
会
長
よ
り
ご

祝
辞
を
頂
き
、
続

い
て
大
同
生
命

保
険
株
式
会
社

仙
台
支
社
副
支

社
長
高
橋
秀
彰

氏
よ
り
乾
杯
の

ご
発
声
を
頂
き
、

開
宴
と
な
り
ま

し
た
。
本
日
の
講

師
、辺
真
一
氏
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、法

人
会
な
ら
で
は
の

異
業
種
間
で
の
交

歓
会
が
行
わ
れ
、仲

間
同
士
和
気
あ
い

あ
い
の
な
か
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
、盛
会

裡
の
う
ち
に
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、当
日
は
女
性
部
会
に
よ
る﹁
第
九
回

税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂も
併

せ
て
開
催
さ
れ
、講
演

会
参
加
者
に
管
内
の

小
学
六
年
生
が
描
い

た
絵
は
が
き
の
中
か

ら
﹁
こ
れ
は
！
﹂
と
思

う
も
の
に
投
票
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

仙
台
太
白
支
部

㈱
丸
和︵
建
設
業
︶

沼
田
　
和
裕

カ
ー
コ
ン
ビ
ニ
倶
楽
部
ザ
ッ
ク
遠
見
塚
店

︵
自
動
車
修
理
業
︶

佐
藤
　
清
範

㈲
北
日
本
工
業︵
建
設
業
︶

小
松
　
健
 一

㈱
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン︵
不
動
産
業
︶

横
田
由
美
子

菊
地
和
子︵
個
人
︶

菊
地
　
和
子

木
戸
哲
哉
税
理
士
事
務
所︵
会
計
業
︶木

戸
　
哲
哉

㈱
熱
海
総
業︵
建
設
業
︶

斎
藤
　
正
志

Ｏ
ｚ
ｅ
･Ｉ
㈱︵
オ
ズ
イ
ー
ア
イ
︶︵
電
気・通
信
工
事
︶

髙
橋
　
　
進

︵
特
非
︶ア
グ
リ
･ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョン
ｉ
ｎ
秋
保

︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
︶

佐
藤
　
　
茂

㈱
ヤ
ナ
セ
東
北︵
自
動
車
小
売
業
︶

早
坂
　
盛
講

㈱
Ｄ
Ｆ
Ｆ︵
飲
食
業
︶

金
　
　
龍
泰

㈱
メ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン︵
造
園
業
︶

照
喜
名
　
学

㈱
Ｓ・Ｔ・Ｓ︵
業
務
請
負
業
︶

針
生
謙
一
郎

㈱
マ
ジ
カ
ル
ケ
ー
ニッ
ヒ︵
リ
フ
ォ
ー
ム
業
︶熊
谷
　
公
治

成
電
機
サ
ー
ビ
ス
㈱︵
設
備
工
事
業
︶

佐
藤
　
立
成

魚
菜
四
季
ひ
ょ
う
た
ん︵
飲
食
業
︶

佐
藤
多
華
志

㈱
Ｔ
–Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ︵
建
設
業
︶

髙
橋
　
利
夫

㈱
と
う
あ︵
建
設
業
︶

髙
橋
　
正
和

㈱
杜
の
都
通
信︵
通
信
業
︶

武
者
　
　
馨

保
険
の
タ
カ
セ
イ
㈱︵
保
険
代
理
業
︶

髙
橋
　
昌
弥

鹿
野
土
木
㈱︵
建
設
業
︶

佐
藤
　
　
修

Ｓｕｎ
Ｆ
ｉｒｓｔ
㈱︵
建
設
業
︶

大
山
　
雅
寛

南
工
業︵
建
設
業
︶

南
　
　
好
敏

成
和
建
装
㈱︵
建
設
業
︶

後
藤
　
一
郎

㈱
ア
メ
ー
ジ
ン
グ︵
建
設
業
︶

伊
藤
　
康
司

㈲
野
彩
風
土︵
農
業
︶

吉
田
　
　
博

㈲
Ｉ
ｌｏｖｅ
お
だ
か︵
農
業
︶

吉
田
　
　
博

井
上
ペ
イ
ン
ト︵
塗
装
業
︶

井
上
　
亮
太

㈱
ア
ピ
ー
ル︵
設
備
工
事
業
︶

三
上
　
俊
之

︵
同
︶菊
地︵
建
設
業
︶

菊
地
　
圭
介

㈲
ド
リ
ー
ムハ
ウ
ス︵
建
設
業
︶

岩
佐
　
義
正

㈲
ト
リ
ニ
テ
ィ︵
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
︶

棚
橋
美
恵
子

㈱
太
長
会︵
保
育
所
、老
人
ホ
ー
ム
業
︶

藤
澤
　
　
豪

㈱
ベ
ジ
ラ
ン
ド
佐
藤︵
農
業
︶

佐
藤
　
　
純

幸
大
建
設
㈱︵
建
設
業
︶

赤
川
　
孝
博

聖
光
建
設
㈱︵
建
設
業
︶

春
田
　
　
功

名
取
支
部

石
垣
明
美︵
内
装
工
事
業
︶

石
垣
　
明
美

㈲
ニス
イ︵
塗
装
業
︶

清
水
　
将
洋

㈲
カ
ノマ
タ
ク
リ
ー
ン︵
廃
棄
物
処
理
業
︶鹿
又
　
正
市

２
０
１
７
新
春
講
演
会
＆
賀
詞
交
歓
会

開
催
さ
れ
る

平
成
二
十
八
年
度
新
入
会
員
一覧

平成29年度
第５回

定時社員総会案内
日時　平成29年６月９日（金）

午後３時～
場所　岩沼市：『竹駒神社参集殿』
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㈱
フ
ァ
イ
ン
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
美
和︵
塗
装
業
︶

菅
井
　
誠
次

宮
城
鉄
筋
工
業
㈱︵
鉄
骨・鉄
筋
工
事
業
︶鈴
木
　
誠
司

K's
Ｂｒａ
ｉｎ
Ｅａｓ
ｔ︵
サ
ー
ビ
ス
業
︶
今
野
　
郁
子

影
井
興
業
㈱︵
建
設
業
︶

遠
藤
　
　
勇

㈲
龍
美
社︵
内
装
工
事
業
︶

佐
山
　
　
均

㈲
引
地
設
備
工
業︵
設
備
工
事
業
︶

引
地
　
章
博

岩
沼
支
部

㈲
ア
ブ
ク
マ
自
動
車︵
自
動
車
修
理
業
︶
菊
地
　
季
遼

㈲
ピ
ー
エス
コ
ム︵
広
告
業
︶

菅
原
　
雅
彦

㈱
エコロ
ク
ス︵
建
設
業
︶

黒
田
　
満
治

㈱
東
海
林
工
務
店︵
建
設
業
︶

東
海
林
一
彦

亘
理
支
部

㈱
東
洋︵
造
園
業
︶

室
　
　
裕
樹

㈲
ユ
ー
リ
ッ
ク
ス︵
卸
売
業
︶

岩
佐
　
顕
彦

㈱
や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム
み
ら
い
野︵
農
業
︶島田

　
孝
雄

㈱
内
装
庄
司︵
内
装
工
事
業
︶

庄
子
　
　
励

㈱
柴
田
塗
装︵
塗
装
業
︶

柴
田
　
道
夫

エン
ド
ー
自
動
車
㈱︵
自
動
車
修
理
業
︶
遠
藤
　
昭
一

㈱
森
次
左
官
店︵
塗
装
業
︶

森
　
　
次
郎

㈱
飛
鳥︵
建
設
業
︶

早
坂
　
恵
子

平
成
29
年
３
月
20
日
現
在

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

︻
国
税
専
門
官
︵
大
学
卒
業
程
度
︶︼

○
受
験
資
格

１
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
八
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

２
平
成
八
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に

掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
三
十
年
三
月
ま

で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
︵
金
︶
か
ら
四
月
十

二
日
︵
水
︶
ま
で

○
受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
N
A
V
I

︵
http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
︶

○
第
一
次
試
験
日

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日
︵
日
︶

○
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
先

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

電
話
０
２
２
︵
２
６
３
︶
１
１
１
１

内
線
３
２
３
６

︻
税
務
職
員
︵
高
校
卒
業
程
度
︶︼

○
受
験
資
格

１
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
及
び
高
校
卒
業
後
三
年

を
経
過
し
て
い
な
い
者

２
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
六
月
中
旬
か
ら
下
旬

○
受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
と
す
る
。

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
N
A
V
I

︵
http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
︶

○
第
一
次
試
験
日

平
成
二
十
九
年
九
月
上
旬

○
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
先

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

電
話
０
２
２
︵
２
６
３
︶
１
１
１
１

内
線
３
２
３
６

人
事
院
東
北
事
務
局

電
話
０
２
２
︵
２
２
１
︶
２
０
２
２

伊
達
政
宗︵
仙
台
藩
初
代
藩
主
︶は
永
禄
十
年

八
月
三
日
︵
一
五
六
七
年
九
月
五
日
︶、
出
羽
国

米
沢
城
で
出
生
、幼
名
梵
天
丸
。そ
の
後
元
服
し

て
伊
達
藤
次
郎
政
宗
。
幼
い
時
に
疱
瘡
︵
天
然

痘
︶に
よ
り
右
目
を
失
明
し
、隻
眼
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
後
世
独
眼
竜
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
独
眼

竜
と
は
中
国
の
唐
王
朝
末
期
の
軍
事
的
に
最
強

と
謳
わ
れ
た
李
活
用
の
こ
と
で
す
が
、
日
本
で

は
伊
達
政
宗
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

そ
れ
と
政
宗
は
隻
眼
の
行
者
、
満
海

上
人
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
と
い

う
逸
話
は
、
政
宗
の
存
命
中
か
ら
広

く
知
れ
渡
っ
て
お
り
ま
す
。
秀
吉
の

文
禄
の
役
︵
一
五
九
三
年
︶
に
従
軍
。

政
宗
が
伊
達
家
の
部
隊
に
誂
え
た
戦

装
束
は
非
常
に
絢
爛
豪
華
で
、
京
都

の
民
衆
が
軍
装
の
見
事
さ
に
歓
声
を

上
げ
た
と
い
い
ま
す
。こ
れ
以
来
、派

手
な
装
い
を
好
み
着
こ
な
す
人
を

﹁
伊
達
者︵
だ
て
も
の
︶﹂と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

徳
川
幕
府
か
ら
松
平
の
名
字
を
与

え
ら
れ
﹁
松
平
陸
奥
守
﹂
を
称
し
、
石

高
六
十
二
万
石
は
加
賀
・
前
田
氏
、

薩
摩
・
島
津
氏
に
次
ぐ
石
高
で
す
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、
ス
ペ
イ

ン
︵
当
時
の
世
界
最
強
国
︶
へ
の
通
商
、
ロ
ー
マ

教
皇
へ
の
謁
見
の
為
、
支
倉
常
長
を
派
遣
し
ま

し
た
。
あ
の
時
代
に
ロ
ー
マ
教
皇
に
謁
見
し
た

史
実
は
、
日
本
外
交
史
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る

実
績
で
す
。
か
の
徳
川
家
光
は
祖
父
家
康
と
同

じ
時
代
を
生
き
た
政
宗
を
非
常
に
尊
敬
し
、
政

宗
が
病
床
に
つ
い
た
際
に
は
医
者
を
手
配
し
、

江
戸
中
の
寺
社
に
快
癒
の
祈
祷
を
行
わ
せ
ま
し

た
。
死
の
三
日
前
に
は
家
光
自
ら
が
見
舞
い

に
出
向
い
た
そ
う
で
す
。
政
宗
が
亡
く
な
る

と
江
戸
で
七
日
、京
都
で
三
日
、人
々
に
服
喪

す
る
よ
う
命
令
を
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
御

三
家
以
外
で
は
異
例
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

政
宗
は
﹁
伊
達
男
﹂
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
臨

終
の
際
、
妻
子
に
も
死
に
顔
を
見
せ
な
い
心

意
気
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。ま
た
、兵
糧
開

発
か
ら
料
理
に
も
精
通
し
、岩
出
山
の

凍
み
豆
腐
、
納
豆
、
ず
ん
だ
餅
は
政
宗

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。仙
台

城
下
に
味
噌
倉
を
建
て
、大
規
模
な
生

産
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。政
宗
公
御

名
語
集
に
は﹁
馳
走
と
は
旬
の
品
を
さ

り
気
な
く
出
し
、
主
人
自
ら
調
理
し
、

も
て
な
す
事
で
あ
る
﹂と
政
宗
の
料
理

観
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
も

和
歌
や
多
く
の
趣
味
を
持
ち
、晩
年
は

一
日
た
り
と
も
無
駄
に
過
ご
す
こ
と

は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年
の

節
目
の
年
で
す
。そ
し
て
女
性
部
会
設

立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
四
月

二
十
六
日︵
水
︶ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
仙
台
に
於
い
て
第
十
八
代
当
主

伊
達
𣳾
宗
氏
を
お
招
き
し
、﹁
仙
台
藩

祖
伊
達
政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年
～
今
に
伝
え

る
伊
達
な
り
の
心
～
﹂
と
題
し
て
講
演
会
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
広
報
委
員
会
が
パ
ソ
コ
ン
に
﹁
伊
達
政

宗
﹂を
検
索
、そ
の
中
か
ら
文
章
を
ま
と
め
ま

し
た
。

伊達政宗新しい

風

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

仙
台
太
白
支
部

日
時
　
四
月
十
九
日
︵
水
︶
午
後
五
時

場
所
　
太
白
区
：
い
と
う
会
館

名
取
支
部

日
時
　
四
月
二
十
一
日
︵
金
︶
午
後
五
時

場
所
　
名
取
市
：
守
屋
寿
し

岩
沼
支
部

日
時
　
四
月
二
十
五
日
︵
火
︶
午
後
五
時

場
所
　
岩
沼
市
：
竹
駒
神
社
参
集
殿

亘
理
支
部

日
時
　
四
月
二
十
七
日
︵
木
︶
午
後
五
時

場
所
　
山
元
町
：
田
園
山
元
店

青
年
部
会

日
時
　
四
月
十
八
日
︵
火
︶
午
後
六
時

場
所
　
岩
沼
市
：
竹
駒
神
社
参
集
殿

女
性
部
会

日
時
　
四
月
二
十
六
日
︵
水
︶

午
前
十
時
三
十
分

場
所
　
青
葉
区
：
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台

支
部・部
会
総
会
開
催
案
内
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地
域
で
守
る
森
の
未
来

管
内
に
大
手
合
板
メ
ー
カ
ー
の
あ
る
石
巻
地
区
森
林
組
合
は
、﹁
林
業
の
担
い
手
不

足
﹂と
い
う
深
刻
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。五
十
年
先
、百
年
先
の
地
球
環
境

を
守
る
た
め
に
も
、﹁
地
域
全
体
で
助
け
合
い
、森
林
資
源
を
守
り
育
む
こ
と
﹂を
命

題
に
、挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

見
直
さ
れ
る
森
林
資
源

Ｑ
.
事
業
の
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

﹁
石
巻
地
区
森
林
組
合
﹂は
、石
巻
管
内︵
石

巻
市
・
東
松
島
市
・
女
川
町
︶
の
森
林
の
育

成
・
管
理
、
林
業
の
活
性
化
を
図
る
事
業
体

で
す
。

森
林
は
地
球
環
境
の
保
全
に
欠
か
せ
な
い

存
在
で
す
が
、
き
ち
ん
と
整
備
を
し
な
け
れ

ば
、
そ
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
枝
打
ち
や
間
伐
に
よ
っ
て
日
の
差
し
込

む
森
に
し
な
い
と
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
う
力

が
衰
え
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

戦
後
植
栽
し
た
多
く
の
山
は
、
す
で
に
間

伐
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。し
か
し
、長
ら
く
続

い
た
木
材
価
格
の
低
迷
、
就
業
者
の
減
少
・

高
齢
化
で
、
山
離
れ
は
深
刻
で
す
。

当
組
合
は
、
事
業
の
集
約
化
や
補
助
金
の

活
用
な
ど
に
よ
り
、
地
域
全
体
で
森
林
の
整

備
を
行
う
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
.
造
林
へ
の
取
組
は
？

二
〇
〇
八
年
、
石
巻
に
あ
る
合
板
製
造
会

社
︵
セ
イ
ホ
ク
石
巻
工
場
、
石
巻
合
板
工
業
、

西
北
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
、
東
京
ボ
ー
ド
工
業
石

巻
工
場
︶
と
県
森
林
組
合
連
合
会
な
ど
生
産

団
体
が
協
力
し
、﹁
み
や
ぎ
森
林
︵
も
り
︶
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
森
林
資
源
再
生
に

対
す
る
助
成
で
す
。
メ
ー
カ
ー
は
仕
入
れ
量

に
応
じ
、
生
産
者
は
出
荷
量
に
応
じ
て
助
成

金
を
拠
出
、
苗
木
代
な
ど
植
林
費
用
の
助
成

に
当
て
て
い
ま
す
。

Ｑ
.
現
在
の
出
荷
状
況
は
？

全
体
の
五
、
六
割
が
合
板
用
、
一
、
二
割
が

建
築
用
、
あ
と
は
製
紙
用
チ
ッ
プ
な
ど
に
出

荷
し
ま
す
。

近
年
の
輸
入
材
高
騰

で
、国
産
建
築
材
の
需
要

が
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
。大
手
合
板
メ
ー
カ
ー

の
あ
る
石
巻
地
区
は
、木

材
の
安
定
供
給
先
と
し

て
、今
後
も
そ
の
信
頼
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
.
ウ
ッ
ド
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
は
？

セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
利
用
の
間
伐
材
な
ど

を
木
材
チ
ッ
プ
・
お
が
粉
・
活
性
炭
な
ど
に

加
工
し
、
環
境
に
優
し
い
資
源
と
し
て
の
利

用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
家
畜
の
敷
料
や
温

室
栽
培
の
燃
料
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

家
庭
用
の
薪
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
震

災
で
薪
燃
料
が
見
直
さ
れ
、
仙
台
か
ら
の
お

客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

Ｑ
.
他
に
、
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

今
後
の
林
業
を
支
え
る
﹁
若
手
作
業
員
の

研
修
﹂や﹁
新
規
就
労
者
の
育
成
﹂事
業
、﹁
森

林
ゴ
ミ
清
掃
﹂
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

一
般
の
方
と
触
れ
合
う
機
会
と
し
て
は
、

﹁
牧
山
市
民
の
森
﹂
の
管
理
業
務
、﹁
森
林
︵
も

り
︶
の
市
﹂﹁
植
樹
祭
﹂﹁
親
子
木
工
教
室
﹂
の

開
催
が
あ
り
ま
す
。機
会
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

︵
取
材
日
　
平
成
二
十
九
年
二
月
十
五
日
︶

石
巻
地
区
森
林
組
合

宮
城
県
石
巻
市
大
瓜
字
棚
橋
下
待
井

六
十
五
の
一

℡
０
２
２
５
︵
９
３
︶
１
７
１
１

石巻地区森林組合
代表理事組合長
佐藤　健児 氏

石巻地区森林組合
参事
大内　伸之 氏

法
人
会
員
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

当
社
は
昭
和
四
十
四
年
に
創
業
し
、今
期
で

四
十
八
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え

に
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、ご
愛
顧
の
賜
物
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

創
業
以
来
、﹁
誠
実
、信
頼
、安
全
そ
し
て
笑

顔
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
宮
城
県
一
円
を
基
盤
と

し
、
公
共
施
設
、
店
舗
、
ビ
ル
、
住
宅
に
お
け

る
電
気
設
備
を
主
軸
と
し
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
な
が
ら
、
消
防
設
備
、
空
調
設
備
、
太

陽
光
設
備
と
様
々
な
設
備
工
事
を
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

今
後
も
お
客
様
に
対
す
る
誠
実
さ
を
忘
れ

ず
、
電
気
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し
続

け
、お
客
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
で
社
会
貢
献

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
当
ス
タ
ッ
フ
一
同
鋭

意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、引
き
続

き
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
は
、こ
の
よ
う
な
ご
挨
拶
の
機
会

を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

名
取
市

㈱
高
橋
電
気
工
業
所

営
業
部
長

髙
橋
　
健
一
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仙
台
南
法

人
会
の
皆
様

に
は
、い
つ
も

大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お

り
ま
す
。太
白

区
大
野
田
の

道
中
庵
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
に
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の

理
念
で
あ
る﹁
青
少
年
の
健
全
育
成
﹂に
感
銘

を
受
け
た
主
人
が
開
業
致
し
ま
し
た
。
当
時

の
大
野
田
は
田
や
畑
が
広
が
り
民
家
の
点
在

す
る
の
ど
か
な
地
域
で
し
た
。
家
業
の
中
心

は
農
業
で
、
米
や
野
菜
を
作
り
な
が
ら
屋
敷

の
一
角
で
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
営
ん
で
い
ま

し
た
。

私
は
そ
の
頃
は
学
生
で
、
休
み
の
毎
に
関

西
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
旅
行
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
北
海
道
に
向
う
途
中
に
宿

泊
し
た
の
が
道
中
庵
。
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る

時
間
に
ひ
か
れ
、
宿
の
仕
事
を
手
伝
う
う
ち

に
縁
あ
っ
て
嫁
ぐ
事
と
な
り
、
今
年
で
三
十

八
年
に
な
り
ま
す
。

初
め
は
馬
小
屋
を
改
造
し
て
玄
関
と
し
、

奥
に
客
室
が
二
部
屋
と
い
う
小
さ
な
宿
で
し

た
が
、
平
成
三
年

に
御
家
族
や
グ
ル

ー
プ
で
も
泊
っ
て

頂
け
る
よ
う
客
室

十
一
室
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
も

備
え
た
施
設
に
建

て
替
え
ま
し
た
。

外
観
、
内
部
と
も

古
民
家
風
に
設

え
、
畑
・
居
久
根
・
竹
藪
な
ど
以
前
は
あ
た

り
ま
え
に
あ
っ
た
農
家
の
佇
ま
い
を
残
す
よ

う
努
め
ま
し
た
。翌
年
、第
三
回
仙
台
都
市
景

観
賞
を
頂
き
ま
し
た
。そ
の
後
、都
市
部
に
あ

る
古
民
家
の
宿
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
発

行
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
掲
載
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

六
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
幸
い
大
き

な
被
害
は
な
く
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
復

興
支
援
の
方
々
を
受
け
入
れ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
震
災
後
は
外
国
人
の
お
客
様
は
激
減

し
ま
し
た
が
、時
折
駐
日
大
使
館
員
の
御
家
族

が
コ
ッ
ソ
リ
お
泊
り
頂
く
事
も
あ
り
ま
す
。

大
野
田
地
区
は
ま
す
ま
す
都
市
化
が
進
み

太
い
道
路
が
縦
横
に
走
る
、
と
て
も
賑
や
か

な
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
私
共
の
宿
も
Ｊ
Ｒ

太
子
堂
駅
か
ら
徒
歩
十
分
、
地
下
鉄
富
沢
駅

か
ら
徒
歩
十
五
分
と
仙
台
駅
も
空
港
も
随
分

近
く
な
り
ま
し
た
。
近
頃
は
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
の
幅
も
広
が
り
、
ア
ク
セ
ス
も
良
く
な
っ

た
為
か
、
到
着
の
遅
い
方
が
多
く
な
り
ま
し

た
。思
い
き
っ
て
夕
食
の
提
供
を
休
止
し
、朝

食
の
み
の
Ｂ
＆
Ｂ
ス
タ
イ
ル
で
営
業
し
て
お

り
ま
す
。

ま
わ
り
は
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
も
道
中
庵

は
相
変
わ
ら
ず
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
、
東
北

の
ふ
る
さ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
館
は
仙
台
南
法
人
会
事
務
局
の
す
ぐ
近

く
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

㈲
橘
企
業
 道
中
庵
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

取
締
役
　
板
橋
　
葉
里
子

︵
第
五
十
五
便
︶

の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
東
北
の
宿

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

げ
ん
き
の
宅
配
便

法
人
会
の
皆
様
は
じ
ま
し
て
、母
が
女
性
部

会
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。弊
社

は
、
父
が
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
に
創
立
し
、

創
業
三
十
余
年
に
な
り
ま
し
た
。給
排
水
給
湯

設
備
工
事
、浄
化
槽
工
事
等
ほ
と
ん
ど
の
工
事

に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。十
数
年
前
よ
り
増
改

築
工
事
も
手
掛
け
て
お
り
ま
し
て
現
在
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
リ
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
宮
城
店
会
に
所
属
し

て
お
り
ま
す
。増
改
築
に
関
す
る
各
メ
ー
カ
ー

と
の
新
製
品
等
の
打
合
せ
他
店
会
と
の
情
報

交
換
な
ど
日
々
微
力
で
す
が
学
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
二
月
に
エ
コ
ひ
い
き
フ
ェ
ア
を
開
催
し

て
お
り
淹
れ
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
と
手
作
り
お

菓
子
で
お
も
て
な
し
、
楽
し
い
体
験
コ
ー
ナ

ー
、サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。又
各
メ
ー
カ
ー
の
方
と
直
接

お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
し
、新
製
品
の
展
示
も

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
十
月
に
は
バ
ス
ツ
ア
ー

も
行
っ
て
い
て
、
名
所
名
物
を
ご
案
内
、
お
い

し
い
ラ
ン
チ
で
お
も
て
な
し
し
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
地
元
と
お
客
様
へ
の
よ
り
よ
い
サ

ー
ビ
ス
に
心
掛
け
質
の
高
い
技
術
で
、ご
奉
仕

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

名
取
市

㈱
大
湧
工
業

木
村
　
悦
子
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発
行
人
　
　
会
　
長
　
相
澤
 
十
四
男

編
　
集
　
　
広
　
報
　
委
　
員
　
会

当
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美
名

実
﹂
な
ど
発
送
時
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
折
込

広
告
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。︵
但
し
、
広
告
内
容
に

よ
っ
て
は
ご
要
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。︶

規
格
は
Ａ
４
版
。

一
枚
に
つ
き
二
十
円
︵
手
数
料
込
︶

広
告
募
集
中

せんだい美名実
第 302号 仙

台
南
法
人
会
で
は
広
報
誌
﹁
せ
ん
だ
い
美

名
実
﹂の
設
置
場
所
の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

確
定
申
告
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。
税
理
士
を
し
て
い
る
と
な
ぜ
損
得

以
上
に
、企
業
経
営
者
が
、お
金
を
か
け
た
り
か
け

な
か
っ
た
り
と
不
思
議
な
行
動
に
悩
ん
だ
り
も
し

ま
す
。

今
は
、
と
に
か
く
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。
ネ
ッ

ト
を
見
て
、
楽
し
く
選
ん
で
、
寄
付
と
い
う
す
ば

ら
し
い
社
会
貢
献
を
す
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。
妻
︵
社
労
士
︶
の
分
野
で
す
が
、
最
近
は
賃
金

体
系
や
従
業
員
と
の
接
し
方
、
体
調
管
理
も
経
営

者
の
重
要
課
題
で
す
。
皆
様
前
向
き
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

︵
広
報
委
員
　
木
村
拓
也
︶

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

た
。
引
き
続
き
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
ご
来
賓
よ
り

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
記

念
祝
賀
会
は
会
場
を
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
に
移

動
し
、
青
年
部
会
五
代
部

会
長
佐
々
木
圭
亮
氏
よ

り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に

小
野
副
部
会
長
の
閉
会
挨

拶
で
盛
会
裡
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
会﹁
元
気
が
で
る
新
年
会
﹂

二
月
十
九
日
︵
日
︶
～
二
十
日
︵
月
︶
に
秋
保

﹁
ホ
テ
ル
佐
勘
﹂
に
お
い
て
女
性
部
会
恒
例
行
事

で
あ
る
﹁
元
気
が
で
る
新

年
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
部
会
員
多
数

参
加
の
下
、
当
ホ
テ
ル
代

表
取
締
役
佐
藤
勘
三
郎

氏
を
講
師
に
迎
え
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
の
あ
と
は
仮
装
あ
り
、

踊
り
あ
り
の
今
年
も
笑

顔
が
絶
え
な
い
﹁
元
気
が

で
る
新
年
会
﹂と
な
り
ま
し
た
。来
年
も
皆
さ
ん

と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
是
非
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

仙
台
太
白
支
部
﹁
労
務
研
修
会
﹂

二
月
十
七
日︵
金
︶太
白
区
中
央
市
民
セ
ン
タ

ー
中
会
議
室
に
お
い
て
仙

台
太
白
支
部
と
Ａ
Ｉ
Ｕ
損

害
保
険︵
株
︶と
共
催
で﹁
雇

用
ト
ラ
ブ
ル
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
沢
山
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

日
︵
月
︶
に
開
催
さ
れ
た
﹁
新
春
講
演
会
＆
賀
詞

交
歓
会
﹂
会
場
に
於
い
て
参
加
者
に
投
票
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。投
票
の
結
果
は
、岩
沼
市
立

岩
沼
西
小
学
校
笠
松
姫
奈
様
の
作
品
が
﹁
東
北

六
県
法
人
会
連
合
会
優
秀
賞
・
公
益
社
団
法
人

仙
台
南
法
人
会
会
長
賞
︵
最
優
秀
賞
︶﹂
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

確
定
申
告
Ｐ
Ｒ
活
動
報
告

二
月
四
日
︵
土
︶
正
午
よ

り
、
太
白
区
に
あ
る
ラ
ラ
ガ

ー
デ
ン
長
町
に
お
い
て
、
仙

台
南
税
務
関
係
団
体
協
議

会
傘
下
の
団
体
が
早
め
の

確
定
申
告
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。

決
算
法
人
説
明
会

二
月
九
日
︵
木
︶
太
白

区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
に
お
い
て
決

算
期
が
一
・
二
・
三
月

の
法
人
を
対
象
に
﹁
決
算

法
人
説
明
会
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。
申
告
書
を
作
成

す
る
上
で
知
っ
て
お
き

た
い
基
礎
的
な
知
識
を
中
心
に
会
員
・
一
般
の

方
も
説
明
会
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
会

﹁
設
立
三
十
周
年
記
念
講
演
会
﹂

三
月
十
二
日
︵
日
︶、
名
取
市
文
化
会
館
中
ホ

ー
ル
に
於
い
て
、青
年
部
会﹁
設
立
三
十
周
年
記

念
事
業
﹂
が
ご
来
賓
は
じ
め
部
会
員
、
一
般
の

方
々
多
数
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
関
部
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
元
ベ

ガ
ル
タ
仙
台
千
葉
直
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
﹁
サ

ッ
カ
ー
と
の
出
会
い
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し

て
の
経
験
﹂
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

租
税
教
室
開
催
！毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
小
学
六
年
生
を
対
象
と

し
た
租
税
教
室
が
昨
年
五

月
よ
り
本
年
二
月
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
青
年
部

会
・
女
性
部
会
・
本
部
の

皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
仙

台
市
立
秋
保
・
四
郎
丸
・
人
来
田
・
大
野
田
小

学
校
、
名
取
市
立
下
増
田
・
館
腰
・
那
智
が
丘

小
学
校
、岩
沼
市
立
岩
沼
小
学
校
、亘
理
町
立
吉

田
小
学
校
、
山
元
町
立
山
下
・
山
下
第
二
小
学

校
の
十
一
校
に
﹁
租
税
教
室
﹂
を
行
い
ま
し
た
。

手
作
り
教
材
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
用
し
な
が
ら
ク
イ

ズ
形
式
で
授
業
を
進
め
、
最
後
に
ケ
ー
ス
の
中

か
ら
一
億
円︵
レ
プ
リ
カ
︶を
取
り
出
す
と
教
室

に
ど
よ
め
き
が
起
き
、
興
味
津
々
に
触
れ
て
い

ま
し
た
。お
忙
し
い
中﹁
税
﹂の
大
切
さ
を
伝
え
る

租
税
教
室
の
講
師
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂

入
賞
作
品
決
定
！

女
性
部
会
で
は
租
税
教
育
推
進
の
一
環
と
し

て﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
﹂を
開

催
し
て
い
ま
す
。
当
管
内
の
五
十
五
校
の
小
学

校
六
年
生
を
対
象

に
応
募
依
頼
を
し
、

今
年
は
十
九
校
よ

り
八
八
六
枚
が
集

ま
り
、
一
月
二
十
三
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